
芦田川環境マネジメントセンター設立趣意書 

 

芦田川は、備後の母なる川として、その水は、飲み水や工業・農業用水などに広く利用され、備

後地域における社会、経済、文化基盤となっています。また、川の中、川岸の様々な生き物を育み、

良好な景観を形成するなど、多くの人々から“憩いの場”として広く愛されています。 

  しかし、芦田川流域は、瀬戸内式気候で小雨地域であるにもかかわらず水の利用が多いことから、

河川の水量は極めて少なく、さらに、人口や産業の集積に対して下水道整備が立ち遅れ、芦田川下

流部では水質汚濁が進行しています。 

このため、これまで、芦田川下流域の総合的な水質改善を目的に様々な取り組みが行われ、水質

は徐々に改善されてきていますが、平成12年には特定藻類の異常増殖によるアオコが発生するなど、

現在も中国地方の一級河川の中でワースト１の状況にあり、さらなる水環境の改善が望まれていま

す。 

  芦田川の水質汚濁の大きな特徴は、河川への生活雑排水の流入の占める割合が大きく、人々の日

常生活や通常の事業活動に起因しており、流域に生活している方々が芦田川の水質汚濁の原因者の

ひとりであるとともに、芦田川を利用している受益者のひとりにもなっているということです。 

  このような中で、芦田川の水環境改善には、流域住民の一人ひとりが、芦田川の水環境に対し問

題意識を持ち、芦田川と共生する地域社会を築くとともに、自然豊かな芦田川を将来の世代へ引き

継いでいくことが重要です。 

このため、芦田川の水環境改善に対して、市民、事業者、環境団体、研究者、行政等が連携し、

自発的かつ主体的に活動するための支援団体として、「芦田川環境マネジメントセンター」を平成

16年10月１日に設立することとしました。 

わたしたちは、この「芦田川環境マネジメントセンター」を通じて、幅広い情報交換・交流や啓

発活動を実践するとともに、水環境改善に関わる様々な活動の支援等、芦田川の水環境改善に向け

た一層の取組みを推進していきたいと考えております。 
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